
先日、八東地区の民生児童委員さんが来校されました。

当日は、各学級での授業や生活の様子を見て回られました。

どの学級も生き生きと学習しており、みなさんから高評価を頂

きました。話し合いの中で次のような意見がありました。

〔委員の皆さんからの意見〕

○家庭学習の習慣化は、子供にとってとても大切なことである

が、学校としての一定のルールがありますか。

・学校としては、低・中・高学年に合わせて、大まかな家庭

学習の時間や内容を決めています。八頭町としても、学力

向上のために、本年度から鳥取県の指定を受けて、家庭学

習の習慣化に取り組みます。

○以前の旧小では、地域に出かけ、学校と地域との交流があっ

たが、今はどうでしょうか。

・地域の学校として、地域に出かけ多くのことを学んだり、学校にボランティアとして来ていただ

き、いろいろなことを教えていただいたりしています。学校支援ボランティアとして本年度は、

５０数名の方に登録をいただいています。地域の方と関わることで、ふるさと八東を愛し、地域

を誇りに思える子供たちに育てていきたいと考えています。

○旧３校の文化の継承をお願いしたいです。

・旧３校の歴史や伝統は、少しでも引き継いでいきたいです。しかし、全てを引き継ぐことはでき

ません。３小の伝統を少しでも引き継ぎながら、新八東小としての新たな伝統を創ることが大切

であると考えます。八東地域を盛り上げるためには、公民館や地域との連携を図りながら、子供

たちが地域に関われるよう働きかけていくことが大切であると考えます。

○朝、明るく元気に挨拶ができる子供たちがいれば、こちらから声を掛けてもなかなか挨拶ができな

い子供たちもいます。地域の子として、挨拶ができる子供たちに育てて欲しいです。

・決まったところや知った人には挨拶ができます。しかし、大人のように臨機応変に挨拶をするこ

とはなかなかできないのが現状です。「いつでも、どこでも、だれにでも、自分から、進んで明

るいあいさつ」ができるよう、地域の子は、地域が育てるという気持ちを皆さんに持っていただ

き、地域全体で子供たちを育てていただけるとありがたいです。

☆委員の皆さんの、子供たちに寄せる期待。八東小学校への期待を感じました。

先日、４年生の子供たちが、毎朝、募金を呼びか

けてきた「緑の募金」を役場に持って行きました。

多くのみんなに協力していただき、集まったお金は

「１１，４７９円」です。

集まったお金の一部は、緑の補助金として戻って

きます。そのお金で、緑あふれる学校にし、たくさ

んの花を育てていきたいと考えています。

御協力頂いたみなさん、どうもありがとうござい

ました。



３年生は、総合的な学習の時間を利用して、八東の果物作

りについて学習しています。八東といえば「梨」「柿」「りん

ご」「ぶどう」などたくさんの果物があります。そのなかで

大村農園さんの御協力の下、「梨」について学んでいます。

子どもたちは、これまでに摘果作業や袋掛け作業などの経

験をさせて頂いています。ひとつのものが大きく育つまでに

は、多くの世話が必要で

す。梨に限らず、全ての

ものにいえることです。

体験や経験を通して、梨作りの工夫や大変さを学ぶとともに、

精魂込めた作物であるからこそ、みなさんに喜んでもらえるも

のが作れることを学んで欲しいと思っています。また、地域の

人との出会いや関わりを通して、八東地域の宝物をたくさん見

つけ、地域を愛し、地域を誇りに思える子どもたちに育って欲

しいと願っています。

先日、１・２年生は生活科の学習で、八東地

域の探検に出かけました。出かけた場所は、「オ

ズガーデン」「新興寺」「三山口畜産団地」「福祉

センター・鍛冶屋温泉」「八東駅」「八東フルー

ツセンター・運動公園」です。

「オズガーデン」では、秋の収穫に向けて大

きくなりつつあるブドウたちが出迎えてくれま

した。「新興寺」では、和尚さんから１３００年

も昔に建てられた歴史ある寺であることなどい

ろいろと教わりました。「三山口畜産団地」では、

１６０頭の牛たちが出迎えてくれました。雌牛

は、乳牛に、雄牛は肉牛になることを教わりま

した。ちなみに、ここにいるのは肉牛になる、

雄牛だそうです。「鍛冶屋温泉」では、温泉とデ

イサービスが一体となり、お年寄りの憩いの場

になっているということを教わりました。

探検を通して、人々のくらしやまちの良さに

気づいてくれればと思っています。これからも、

地域に出かけ、もっともっと人々と関わりを持

っていきます。これからもよろしくお願いしま

す。




